










研究目的

母性・胎児医療システムの中での母体搬送の概念は一般化し,近年,その有効性のゆえに多

くの地域で実施されるようになってきた。しかし,全国的にみると現状の医療システムは

各地域の医療機関・医師・コメディカルスタッフ等の個々の医療機関あるいは個人の努力

のもとに遂行されている。母性・胎児医療システムを長期的に展開する時,地域でのシス

テムとしての確立が必要となる。そのためには医療資源の適正な配置と共に母体搬送を含

めた患者の搬送,医療情報の伝送を円滑に運営していく上で解決すべき問題がみられる。

本研究の目的は,今日的観点から母性・胎児医療システムの問題点を明確にし改善の方向

性を策定することである。


